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■海外技術を日本へ普及
　当社（ジャパン・トゥエンティワン）は、海外技術を日本へと輸入する代
理店業務や、インフラ関連の事業を自ら掘り起こす案件形成までを手がける
インフラを中心としたイノベーション商材の専門商社です。世界中のスター
トアップが手がけている社会課題の解決につながるユニークな商材・技術を
探し出し、日本へと展開しています。事業分野は水道のみならず、下水道や
道路、交通などインフラ全般にわたります。
　当社が手がけてきた商材・技術の代表格となるのが、衛星とＡＩを組み合
わせて水道管の漏水調査を行う「アステラ」です。今や衛星を活用した漏水
調査は珍しいものではなくなりましたが、その普及を果たしたのは間違いな
く当社だと自負しています。
　一方で、社会の変化は激しく、それに伴い商材・技術のライフサイクルは
非常に早いものがあります。これまでの実績に満足せず、日々新しい商材・
技術を貪欲に探し続けています。

■成長を実感できる組織
　社員数は約人で、東京と、本社のある豊橋の２拠点を構えています。オ
フィス環境にはこだわりを持っており、とりわけ東京オフィスは渋谷の「ど
真ん中」の好立地です。
　社員の多くは中途採用で、年齢も代が中心と比較的若い組織です。新規
採用や、インターンも通年で受け付けており、現在も数名にインターン生と
して働いてもらっています。新規アプリケーションの開発に携わるなど、意
欲的に働いていますね。
　水道の専門知識を持っている者もいますが、大半は当社で初めて水道に携
わります。専門知識以上に必要なのは、コミュニケーション能力と、新しく面白い商材・技
術を国内のインフラに普及させていくという熱意です。
　全くのゼロベースから１億円クラスのビジネスを立ち上げるために必要なのは、熱意と素
直さです。これを持った一人の人材が、見たことのない速度で、商材・技術を普及させてい
く、そのダイナミズムを味わえるのは当社ならではと考えています。その過程ではチーム、
個人とも大きく成長しますし、自分自身の労働市場における価値を高めたいと考える方には
うってつけの環境です。

■ともに挑戦し、学ぶ仲間に
　世界中の商材・技術を手がけるため、英語でのやり取りは欠かせません。会話は多少の努
力が必要ですが、基本的なやり取りはメールなどテキストベースのため、ＡＩツールを活用
することで十分対応可能です。会社としても外部講座の受講を支援していますし、何よりも
飛び込んで、学ぶという意欲さえあれば突破できると考えています。
　求める人材像としては、自分自身で「これをやりたい」という思いを持ち、それを行動に
移せる人です。パートナー企業や自社が目指す方向性を理解し、論理的に物事を捉えながら
動けることも大切だと考えています。
　当社の経営理念の中には「謙虚であり続ける」という文言があります。新しい技術や仕組
みがすべて正しいと言うつもりはありません。これまで水道を守ってこられた自治体の皆さ
ま、そしてさまざまな分野で支えてきた企業へのリスペクトを忘れてはならないと考えてい
ます。その上で、これまでの課題に向き合い、新しいことにチャレンジしながら会社として
も、個人としても成長していきたいと考えています。新しい技術や事業に対する興味関心が
強い人にとっては、非常に面白い会社です。
　きらりと光るものを扱える楽しさを、ぜひ一緒に味わってみませんか。
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■水インフラ支える〝総合力〟等に強み
　日水コンは、水インフラを支える「総
合水コンサルタント」です。創業年近
い長きにわたる歴史の中で、上下水道、
河川、砂防、廃棄物処理等、水に関わる
幅広い分野を手がけてきました。特に上
下水道分野ではトップクラスの事業規模
を持ち、国や自治体の事業運営に貢献し
ています。機械・電気、建築、情報等も
含め、水に特化した多様な技術分野を社
内に有しており、それらを生かした総合
力の高さが当社の強みの一つです。

■より健康的な働き方へ
　近年、「当たり前」の水インフラを維
持する難しさが増している中で当社は、
計画や設計等、上流部分から自治体の事
業運営を支えています。働き方の面では、
ワークライフバランスを支える制度の整
備にも注力しています。人を大事にする
当社では、健康経営体系として「日水コ
ンＷＬＣ（Ｗｏｒｋ　Ｌｉｆｅ　Ｃｉｒ
ｃｕｌａｔｉｏｎ）」を位置付け、体・
心の健康維持とパフォーマンスの維持・
発揮を大切にしながら、社員が前向きに
働ける環境づくりを進めています。

■社風知る機会を提供
　採用活動では、学生に当社の業務のみ
ならず、社風や働く社員を知っていただ
くことを重視しています。例年開催して
いるインターンシップは、まさに当社の
仕事や雰囲気を知っていただく大切な機
会だと考えています。開催期間は、夏季
休暇期間を利用した８月上旬から９月下
旬にかけて５日間実施しており、学生の
方がスケジュールを合わせて参加しやす
いように日程を調整しています。水イン
フラを支える仕事の誇りや社内の風通し
の良さ、周囲と協力しながら働く面白さ
を実感していただける内容にしていま
す。

■人材育成の環境も完備
　コンサルタントの仕事は目に見える商
材ではなく、人の技術力、知識、経験、
提案力そのものが価値になります。その

ため当社では、「日水コングループビジョン」の下、
社会課題解決に資する「水のインパクトカンパニー」で
あり続けるべく、人材育成をとても大切にしています。

入社時点では水コンサルタントとしての業務を一から学
んでいただく体制を整えており、新入社員研修に加え、
配属後１年間は年齢の近い先輩社員の下、ＯＪＴで学ん
でいただきます。その後も入社２年次研修、中堅研修、
役職研修等を通じて、基礎力の習得や自律的なキャリア
形成を支援しています。所属部署以外の業務に挑戦でき
るプロジェクト公募制度や、グローバル人材の育成を目
的としたＷＩＮ（Ｗｏｒｌｄ　Ｉｎｃｕｂａｔｏｒ）プ
ログラム、技術士資格取得に向けた講座等もあり、専門
性と人間力の両方を高められる環境を整えています。

■水インフラへの思いを形に
　水環境や社会インフラに少しでも興味がある方には、
ぜひインターンシップに参加していただければと思いま
す。コンサルタントというと、ハードワーカーや個人プ
レーのイメージを抱かれることがありますが、当社はチ
ームで知識や経験を持ち寄り、より良い提案を考えてい
く会社です。若手でも先輩や上司に意見を出しやすく、
自分の考えが採用される環境があります。最初から専門
知識がなくとも構いません。「水インフラを支えたい」
「社会貢献性の高い仕事に携わりたい」という思いがあ
れば、それを形にできるフィールドがあります。まずは
当社の仕事や雰囲気を知っていただけたら嬉しいです。


